
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 １０月２７日、常磐線特急「とき

わ９０号」で上野車掌区分会組合員

が暴力行為を受けました。 
 

 被害にあわれた仲間に心からお

見舞いを申し上げます。一日も早い

回復をお祈りいたします。 
  

どのような理由があろうとも暴

力は許されません。地本は、暴力行

為を防止するための具体的な対策

を求めていきます。 
 

暴力行為に至った原因をつきと

めることが重要です。 
 

上野車掌区分会の報告では、暴力

をふるった旅客が予め購入してい

た指定席に、座席未指定券を所持し

ていた旅客が着席していたことが

発端となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

上野車掌区分会は、本部本社間の「常磐線特急乗務体制の見直しに関す

る確認メモ」に基づいて、東京支社に対して検証データを示すこと求めま

したが、具体的なデータを開示されませんでした。東京支社は車掌一人乗

務が可能な根拠として「新着席サービスの定着」と説明していました。 
 

職場では「一人乗務にしたから起きたんだ」「これでは安心して仕事がで

きない」「やっぱり複数乗ってないとだめだね」と意見が出ています。 
 

暴力行為発生を受けて上野車掌区では「社員の皆さんへ」が掲示されま

したが、今回の事象を掘り下げることなく、暴力行為に対してあくまで一

般論を述べる会社の姿勢に、組合員から怒りの声が出されています。 

 


